
令和４年度 

千 秋 町 連 区

諸 団 体 役 員 総 会 

          一宮市社会福祉協議会千秋支会 ほか       

日 時 ： 令和４年４月２５日（月）午後７時

場 所 ： 千秋公民館





総  会  次  第 

１．開会のことば 

２．連区町会長代表者あいさつ 

３．協議事項 

   （１）令和４年度諸団体役員の選任について 

①一宮市社会福祉協議会千秋支会 

②一宮市高齢者の生きがいと健康づくり推進協議会千秋支部 

③千秋町連区交通安全会 

④千秋町連区防犯委員会 

⑤千秋町地域学校外活動推進委員会 

（２）令和４年度事業計画（案）について 

   （３）令和４年度収支予算（案）について

（４）その他 

４．閉会のことば 



令和４年度 一宮市社会福祉協議会千秋支会役員名簿 

令和４年度 一宮市高齢者の生きがいと健康づくり推進協議会千秋支部役員名簿

令和４年度 千秋町連区交通安全会役員名簿

役職名 所属団体等

会長 連区町会長代表者

副会長 連区町会長副代表者・民生児童委員協議会会長・連区女性部長

顧問 市議会議員・地域づくり協議会会長

参与 小中学校長・人権擁護委員

会計 町会長会会計

監査 民生児童委員協議会会計・連区女性部副部長

理事 公民館長・老人クラブ連合会長・児童育成協議会長・地域交通安全活動推進委員

委員
町会長・民生児童委員協議会・連区女性部・公民館・老人クラブ連合会・児童育成協

議会・保育園長・保育園保護者会・小中学校ＰＴＡ会長のうち上記以外の者

役職名 所属団体等

支会長 連区町会長代表者

副支会長 連区町会長副代表者・民生児童委員協議会会長・連区女性部長

顧問 市議会議員・地域づくり協議会会長

参与 人権擁護委員

会計 町会長会会計

監査 民生児童委員協議会会計・連区女性部副部長

理事
町会長会監事・民生児童委員協議会副会長及び監事・連区女性部支部長

公民館長・老人クラブ連合会長・児童育成協議会長

評議員
町会長・民生児童委員・連区女性部・公民館副館長・児童育成協議会副会長・

老人クラブ連合会のうち上記以外の者

役職名 所属団体等

支部長 老人クラブ連合会長

副支部長
連区町会長代表者・民生児童委員協議会会長・公民館長・連区女性部長・児童育成協

議会長

顧問 市議会議員・地域づくり協議会会長

参与 小中学校長・人権擁護委員

会計 町会長会会計

監査 民生児童委員協議会会計・連区女性部副部長

理事
連区町会長副代表者・町会長会監事・民生児童委員協議会副会長及び監事・連区女

性部支部長・公民館副館長・老人クラブ連合会副会長

委員 町会長・連区女性部・老人クラブ連合会のうち上記以外の者
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令和４年度 千秋町連区防犯委員会名簿

令和４年度 学校外活動推進委員会役員名簿

役職名 所属団体等

会長 連区町会長副代表者

副会長 連区町会長代表者

監  査 民生児童委員協議会会計・連区女性部副部長

委 員 各町内選出防犯委員

役職名 所属団体等

会 長 連区町会長代表者

副会長 民生児童委員協議会会長・老人クラブ連合会長・児童育成協議会長

監 査 民生児童委員協議会会計・連区女性部副部長

委 員
公民館長・連区町会長副代表者・主任児童委員・小中学校長・小中学校ＰＴＡ会長・

スポーツ推進委員
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令和４年度事業計画（案） 

１．一宮市社会福祉協議会千秋支会事業 

千秋町連区住民が一体となり社会協同性を喚起結集し、地域ぐるみで自主的な社会福祉活

動を促進し福祉の増進と明るく住み良い環境をつくるため、次の事業を行う。 

（１）敬老会の開催 

    ９月１１日（日） （千秋中学校） 

（２）「ひとり暮らしの高齢者とのふれあい事業」の実施 

    11月中旬 実施日未定  （千秋公民館） 

（３）独居老人、寝たきり老人および恵まれない家庭への歳末助け合い運動の実施 

（４）各種団体への事業助成 

  ① 千 秋 公 民 館      ② 連 区 女 性 部 

  ③ 老 人 ク ラ ブ 連 合 会    ④ 児 童 育 成 協 議 会 

  ⑤ 消 防 団（ ２ 分 団 ）     ⑥ 遺   族   会 

  ⑦ 保 護 司 会        ⑧ 民生児童委員協議会 

⑨ 青少年健全育成協議会 

（５）その他、千秋町連区住民の福祉の増進に必要な諸事業の推進 

  ①見守りネットワーク推進事業   5月２３日（月） 

  ②連区自主防災訓練         10月３０日（日） 

２．一宮市高齢者の生きがいと健康づくり推進協議会千秋支部事業 

 千秋町民各層の積極的な参加と交流により、町民相互の連帯感を深め、高齢者が孤独感や

疎外感のない健康で明るい、生きがいのある生活ができる地域づくりを推進するため、次の

事業を行う。 

（１）教養講座（末広大学）の開講 

  毎月８日を軸に、末広大学を開催し、新しい知識の習得に寄与するとともに高齢者相互の交

流をはかる。 

（２）スポーツ教室及び大会の開催 

  高齢者相互の交流を深め、体力の確保と健康で生きがいのある生活を営む一助とするため、

スポ－ツ教室や支部主催バードゴルフ大会を開催する。 

     ９月１３日（火）いちい信金スポーツセンター 予備日：９月１５日（木）

－ 3 －



（３）趣味クラブ活動の推進 

  趣味を通じ、若い世代との交流を促進し、明るく楽しい心豊かな日々を送る一助とするため、

俳句・書道・囲碁・民踊・手芸・カラオケなど各クラブ活動を促進する。 

（４）町民運動会への参加 

  町民運動会の種目の中に老人対象の競技を加え、スポーツを通して世代間の交流を深めると

ともに、高齢者の健康を促進する。 9月1８日（日） 予備日：10月９日（日）

（５）その他、在宅高齢者（独居、寝たきりの方）対策事業等、老人福祉に関係する諸事業を推

進する。 

３．千秋町連区交通安全会事業 

 一瞬にして尊い命を奪い平和な暮らしを破壊する交通事故！ 交通事故をなくすことは私た

ち連区民の切実な願いでありますが、多くの人々の努力にもかかわらず、事故件数や負傷者数

はなかなか減少しません。そこで今年度も、道路を利用する運転者や歩行者が、交通安全を自

覚し交通ルールや交通マナーを守り、事故のない安全で住み良い社会をつくるため、次の事業

を実施します。 

（１）交通安全キャンペーンの開催                     

  交通ルール・交通マナーの実践により、交通事故のない安全で快適な社会をつくるため、夏

の交通安全市民運動期間にあわせて開催する。 

  ７月１５日（金） （町屋交差点）        

（２）街頭監視活動の実施 

  町民の交通安全意識を高め交通事故を防止するため、交通安全市民運動期間にあわせて、佐

野交差点において実施する。 

４月１２日（火） 7月１５日（金） 9月２７日（火） １２月６日（火） 

（３）交通安全意識高揚事業 

  児童生徒の交通安全意識高揚を図るため、小・中学校等に対し交通安全対策用品購入費を支

給する。 

（４）交通安全啓発事業 

  全世帯に配布する「千秋だより」や、地域づくり協議会webサイトに警察からの情報を適時

掲出する。      

  町民運動会など多くの町民が集まる機会を利用し、交通安全啓発活動を実施する。 
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（５）その他、交通安全に関する諸事業を推進する。 

４．千秋町連区防犯委員会事業 

   自主防犯体制の整備充実による地域安全活動の推進を目的とし、次の事業を実施する。 

（１）防犯委員を中心とした、防犯パトロールなど町内の防犯体制の整備充実 

（２）年末警戒の実施   １２月第２週と第３週の、火、木曜日夜に支部毎に分ける。 

（３）小・中学校等に対し防犯対策用品購入費を支給する。 

５．学校外活動推進事業

   子どもたちがより豊かな社会体験、自然体験を得ることができる場を、家庭、学校、地域

が協力して子どもたちに提供することを目的とし、次の事業等を実施する。 

① 自然体験学習「うなぎつかみ大会」 千秋公民館      6月 ５日（日） 

② 三世代間交流「早朝ラジオ体操」   老人クラブ連合会  ７月２１日（木）～３１日（日） 

③ 三世代間交流「千秋を歩こう会」  老人クラブ連合会  １０月２日（日） 

④ 学校外活動            千秋小ＰＴＡ    １１月１９日（土） 

⑤ ふれあいコンサート        千秋南小ＰＴＡ   １１月１９日（土） 

⑥ 千秋東小文化講座（寄せ植え）   千秋東小ＰＴＡ    8月 未定 

⑦ 児童育成学校外活動        児童育成協議会   １１月 未定 

⑧ お別れ会（ドッチビー大会）    児童育成協議会 2月２6日（日） 

 他 

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、予定事業を中止または変更する場合あり。 
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令和４年度　一宮市社会福祉協議会千秋支会予算（案）

収入の部 単位：円

本年度
予算額

前年度
予算額

比較
増△減

説明

１　補助及び交付金 7,854,000 8,161,000 △307,000

6,334,000 6,641,000 △307,000 ○地域づくり協議会交付金 2,910,000

・敬老会事業費 2,100,000

・見守りネットワーク事業 220,000

・連区防災訓練事業 260,000

・学校外活動推進事業 330,000

○支会活動費補助金 2,934,000

・支会活動費 2,339,100

（500円×5,198世帯）×0.9

・地域活動振興費 351,900

・児童福祉週間行事費 20,000

・ボランティア活動地区推進事業費

40,000

・ひとり暮らし老人ふれあい事業

（600円×205人）＋60,000
183,000

○敬老の日行事費補助金 490,000

490,000

850,000     850,000     0              ○地域づくり協議会交付金 850,000

450,000     450,000     0              ○地域づくり協議会交付金 450,000

220,000     220,000     0              ○地域づくり協議会交付金 220,000

２　雑収入 895           793           102          ○貯金利息等 895

３　繰越金 2,676,105 2,396,207 279,898 ○前年度繰越金 2,676,105

合計 10,531,000 10,558,000 △27,000

 （対象約2,897人）
事業費450,000円
行事運営費40,000円

2　高齢者の生きがいと健康

　づくり推進協議会千秋支部

３　千秋町交通安全会

４　千秋町連区防犯委員会

 ※内、R３年度地域づくり協議会交付金の繰
越金588,018円を含む

 （500円×5,172世帯×0.1）
　+92,000円

項目

１　社協千秋支会
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支出の部 単位：円

項目
本年度
予算額

前年度
予算額

比較
増△減

説明

１　会務費 90,000      90,000       0

60,000      60,000       0              ○事務用品購入費 40,000

○通信運搬費 20,000

30,000      30,000       0              ○会議用茶菓代

２　社協千秋支会費 7,471,000 8,197,000 △726,000

4,520,000 4,445,000 75,000

1　児童福祉費 330,000 400,000 △70,000 ○学校外活動推進事業 300,000

（330,000） （400,000） ○花祭り事業（仏教会委託）中止 0

○親子ものづくり教室（公民館） 30,000

２　老人福祉費 3,930,000 3,785,000 145,000 ○敬老会事業費 3,380,000

（2,320,000） （2,320,000） 　　記念品（800円×2,900人） 2,320,000

　　アトラクション費用 460,000

　　雑費 600,000

○ひとり暮らし老人とのふれあい事業

330,000

○見守りネットワーク独居高齢者歳末慰問

1,100円×200人 220,000

３　低所得者福祉費 180,000     180,000     0              ○生活保護家庭歳末慰問 67,500

　　1,500円×45人

○準要保護家庭歳末慰問 112,500

　　1,500円×75人

４　遺族援護費 80,000      80,000       0              ○物故者追悼会（仏教会委託）

80,000

2,946,000 3,747,000 △801,000

１　防火防犯事業費 1,360,000 2,161,000 △801,000 ○自主防災訓練事業 160,000

（392,000） （510,000） 〇防災資材購入費 1,200,000

２　地域づくり交付金 466,000     466,000     0              ○千秋公民館事業交付金 466,000

・学習発表会事業

・女性学習事業

※内、R３年度地域づくり協議会交付金の繰越金
588,018円を含む

１　事務費

２　会議費

１　福祉活動費

２　地域振興費

－ 7 －



項目
本年度
予算額

前年度
予算額

比較
増△減

説明

・成人・高齢者学習事業

・体育レクリエーション事業

・家庭・青少年学習事業

・魅力ある地域づくり事業

３　各種団体助成金 1,120,000 1,120,000 0              ○女性部事業助成金 220,000

○公民館運営助成金 150,000

○民生児童委員協議会事業助成金

50,000

○児童育成協議会事業助成金

200,000

○老人クラブ連合会事業助成金

280,000

○保護司会更生保護事業助成金

35,000

○南北消防分団事業助成金

120,000

○遺族会事業助成金 45,000

○青少年健全育成事業助成金

20,000

３　諸支出金 5,000        5,000        0  ○愛知県少年補導委員会連合会賛助会費

３　高齢者の生きがいと健康づく

り推進協議会千秋支部費

（850,000） （850,000）

１　教養講座費 900,000     900,000 0

１　講師謝礼 40,000      40,000       0              ○末広大学等講師謝礼

２　食糧費 70,000      70,000       0              ○講師接待及び会議用茶菓代

３　教材費 30,000      30,000       0              ○資料作成費

４　消耗品費 170,000     170,000     0              ○受講者おやつ代

５　通信運搬費 20,000      20,000       0              ○講師送迎用車代他

６　使用料 570,000     570,000     0              ○社会見学バス借上料

２　スポーツ大会費 120,000     120,000     0

１　報償費 60,000      60,000       0 ○町民運動会賞品代（公民館会計繰入）

２　大会費 60,000      60,000       0              ○千秋支部バードゴルフ大会執行費

３　クラブ活動費 250,000     250,000     0              ○趣味クラブ講習会委託料（11クラブ）

1,270,000 1,270,000 0
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項目
本年度
予算額

前年度
予算額

比較
増△減

説明

４　千秋町交通安全会費 740,000     500,000 240,000

（450,000） （450,000）

１　事業費 740,000     500,000 240,000 ○小中学校交通安全対策費 400,000

　対策用品購入費（40,000円×4校）

160,000

　対策用品購入費【臨時】（60,000円×4校）

240,000

○連区事業費 250,000

○広報活動費 90,000

○交通安全被服費 0

５　千秋町連区防犯委員会費 510,000     230,000 280,000

（220,000） （220,000）

400,000 200,000 200,000 〇小中学校防犯対策費 400,000

　対策用品購入費（50,000円×小中学校4校）

200,000

　対策用品購入費【臨時】（50,000円×4校）

200,000

２　雑費 110,000     30,000 80,000 ○こども110番の家タペストリー 80,000

6　予備費 450,000 271,000 179,000

合計 10,531,000 10,558,000 △27,000

※ 支出の部の（　）内の数値は、地域づくり協議会交付金充当額

※ 各事業間及び項目間の流用を認める。

１　活動費

※内、R３年度地域づくり協議会交付金の繰越金
588,018円を含む

※内、R３年度地域づくり協議会交付金の繰越金
588,018円を含む

※内、R３年度地域づくり協議会交付金の繰越金
588,018円を含む
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社会福祉法人一宮市社会福祉協議会千秋支会会則 

（目的）
第１条 社会福祉法人一宮市社会福祉協議会（以下「協議会」という。）支会設置規定に基づき、連区
民の協力体制を確立し、自主的活動により、社会福祉事業の推進に努め、もって、連区民の福祉を増
進することを目的とする。

（名称及び事務所）
第２条 名称は、社会福祉法人一宮市社会福祉協議会千秋支会（以下「支会」という。）と称し、事務
所を千秋町出張所に置く。

（組織）
第３条 この支会は、協議会の会員資格を有するもので、次の者をもって組織する。
  ① 地域の代表者
  ② 地域福祉の代表者
  ③ 地域福祉に関係ある団体の代表者
  ④ ボランティア活動の代表者
  ⑤ 学識経験者
  ⑥ 本会の目的に賛同する個人又は団体の代表者
（事業）
第４条 この支会は、協議会の事業方針に基づき、第１条の目的達成のため、次の事業を行う。
  ① 社会福祉事業の調査研究
  ② 社会福祉事業の啓蒙
  ③ 連区民の社会福祉に関係ある団体との連絡調整
  ④ 社会福祉事業の推進
  ⑤ 会員の増強
  ⑥ 共同募金分会との連絡及び協力
  ⑦ その他支会の目的達成のため必要な事項
（役員）
第５条 この支会に次の役員を置く。
  ① 支会長      １名
  ② 副支会長     ３名
  ③ 理 事     若干名
  ④ 評議員     若干名
  ⑤ 会 計      １名
  ⑥ 監 査      ２名
  ⑦ 顧問及び参与  若干名
（役員選任方法）
第６条 支会長は、連区町会長代表者とする。
２ 副支会長は、連区町会長副代表者・民生児童委員協議会長・女性部長とする。
３ 理事は、評議員の中から支会長が委嘱する。
４ 評議員は次により構成する。
  町会長及び民生・児童委員並びに女性部・公民館・老人クラブ連合会・児童育成協議会役員とする。
５ 会計・監査は支会長が委嘱する。
（役員の任期）
第７条 役員の任期は、１年とする。ただし、再任は妨げない。
２ 役員中公職にある故をもって就任しているものは、その在任期間とする。
３ 補欠により就任したる役員の任期は、その残任期間とする。
（役員の職務）
第８条 支会長は、支会を代表し、会務を統括し、諸会議の議長となる。
２ 副支会長は、支会長を補佐し、支会長事故あるときは、その職務を代理する。
３ 会計は、支会の会計事務を掌る。
４ 監査は、支会の業務及び会計を監査する。
（会務）
第９条 評議員は、評議員会を組織し、第１条の目的達成のため、支会業務の運営を協議する。
２ 理事は、理事会を組織し、支会業務の決定並びにこれの実施に参画する。
（会議）
第１０条 会議は支会長において、必要と認めたとき、支会長はこれを招集する。会議は３分の２以上
の出席をもって成立し、２分の１以上の多数により決定する。

（経費）
第１１条 この支会の経費は、協議会の交付金、補助金及びその他の収入をもって充てる。
（会計年度）
第１２条 この支会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終る。
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（改正）
第１３条 この会則の改正については、理事会及び評議員会において、それぞれ３分の２以上の同意を
必要とする。

２ 会則を改正した場合は、協議会へ届出するものとする。

   付則
 この会則は、平成１４年４月１日から施行する。
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